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北海道ＨＩＶ検査相談担当者研修会について

　「
は
じ
め
に
」
で
も
触
れ
た
よ
う
に
「
北
海
道
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
担
当
者
研
修
会
」
は
、
北

海
道
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
業
務
に
携
わ
る
保
健
師
・
看
護
師
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
対
象

に
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
最
新
情
報
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
に
関
わ
る
相
談
ス
キ
ル
を
学

び
、
北
海
道
内
の
各
地
で
受
検
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
２
０
１
０
年
か
ら
10
年
間
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す 

。

　
第
１
回
目
よ
り
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
関
す
る
知
識
を
講
義
形
式
で
聞
き
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
に
取
り
組
む
と
い
う
、
参
加
型
の
内
容
で
始
め
ま
し
た
。

　
検
査
相
談
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
の
時
間
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
の
臨
床
心
理
士
や

北
海
道
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
担
当
者
研
修
会
に
つ
い
て

第１回～５回の構成内容

①ＨＩＶ基礎知識の講義

②グループワーク&
　　　　　　ディスカッション

③検査相談場面のロールプレイ

道
外
で
活
動
し
て
い
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
支
援
に
携
わ

る
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
方
を
講
師
に
招
き
、
実

際
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
保
健
師

や
受
検
者
の
役
柄
を
体
験
し
、
相
談
ス
キ
ル

を
学
べ
る
機
会
と
し
て
い
ま
し
た
（
表
を
参

照
）。

　
　

①
Ｈ
Ｉ
Ｖ
基
礎
知
識
の
講
義

　
受
検
者
支
援
を
行
う
に
当
た
り
、
病
気
に

関
す
る
基
礎
知
識
の
理
解
は
必
要
な
こ
と

の
一
つ
で
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
拠
点
病
院
の
医

師
に
、
日
々
進
歩
し
て
い
く
Ｈ
Ｉ
Ｖ
治
療

や
、
全
国
・
北
海
道
に
お
け
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染

報
告
数
な
ど
の
動
向
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

だ
き
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
診
療
や
最
新
情
報
の
ア
ッ
プ

　

○
こ
れ
ま
で
の
研
修
に
つ
い
て
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北海道ＨＩＶ検査相談担当者研修会について

デ
ー
ト
が
で
き
る
機
会
と
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
同
じ
よ
う

な
内
容
で
も
い
つ
も
新
し
い
部
分
が
身
に
入
っ
て
く
る
の
で
良
か
っ
た
」「
継
続
学
習
が
必

要
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行
う
前
の
、
病
気
に
つ
い
て
学
習
す
る
時
間
と
し

て
い
ま
し
た
。

　

②
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク 
＆ 

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
各
地
域
の
保
健
師
だ
け
で
は
な
く
、
拠
点
病
院
の
看
護
師
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ス
タ
ッ
フ
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
情
報
交
換
・
意
見
交
換
を
行
い
、

ま
た
具
体
的
な
相
談
事
例
を
通
し
て
地
域
ご
と
の
苦
労
や
工
夫
を
共
有
し
合
う
場
と
な
り
ま

し
た
。
保
健
所
に
お
け
る
日
常
業
務
の
中
で
は
、
ほ
か
の
保
健
所
や
拠
点
病
院
な
ど
の
連
携

機
関
に
お
け
る
工
夫
や
取
り
組
み
を
知
る
機
会
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
た

と
え
ば
子
供
や
外
国
人
な
ど
対
応
に
困
る
ケ
ー
ス
に
直
面
し
た
際
、
各
保
健
所
の
中
で
さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
こ
ら
し
て
対
応
に
当
た
り
な
が
ら
も
、
本
当
に
こ
れ
で
良
か
っ
た
の
か
と
悩

む
状
況
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
研
修
会
へ
の
参
加
が
、
他
の
保
健
所
・
拠
点
病
院
ス
タ
ッ

グループワーク
についての

アンケート結果

演習形式・グループワーク
が参考になった、関連ある
職種の話は参考になる、
各地の情報交換したい

自身の性に対する考え方

を振り返りたい、相談者

の立場に立って支援の姿

勢を持って予防のメッセ

ージを伝えることが大事

継続学習の必要性を感じた、

当事者の生の声を実感した、

業務を見直す機会になった

フ
と
の
顔
の
見
え
る
関
係
作
り
の
き
っ
か
け
に
な
り
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
領
域
に
お
け
る
連

携
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
よ
り
明
確
に
見
え
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
自
身
の
立
ち
位
置
を

改
め
て
認
識
す
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
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北海道ＨＩＶ検査相談担当者研修会について

　

③
検
査
相
談
場
面
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

　
陰
性
結
果
時
、
判
定
保
留
時
、
そ
し
て
陽

性
結
果
時
を
具
体
的
に
設
定
し
、
受
検
者

役
、
支
援
者
役
、
観
察
者
役
を
順
番
に
経
験

し
な
が
ら
、
受
検
者
心
理
の
理
解
や
、
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
を
実
践
的
に
学
べ
る

機
会
と
し
ま
し
た
。
49
ペ
ー
ジ
か
ら
の
「
Ｈ

Ｉ
Ｖ
受
検
者
を
支
援
す
る
た
め
に
」
を
ご
参

照
下
さ
い
。
参
加
者
か
ら
は
「
相
手
の
思
い

に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
、
自
身

を
ふ
り
か
え
る
機
会
に
な
っ
た
」「
受
検
者

の
立
場
に
な
っ
た
ら
泣
き
そ
う
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
り
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し

て
よ
り
実
感
を
伴
っ
た
受
検
者
理
解
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。第１回

（2010年）

テ　ー　マ 研修の内容

○HIV基礎知識のアップデート

○カウンセリング・検査相談に
　おけるポイント

○医療通訳の役割

○HIV基礎知識

○HIVカウンセリング

○医療通訳

○事例検討

○事業報告（はばたき）

第２回
（2011年）

○HIV基礎知識のアップデート

○HIV検査相談における支援の
　ポイント

○HIV基礎知識

○派遣カウンセラーの事業報告

○HIV検査相談のポイント

第３回
（2012年）

○HIV基礎知識のアップデート

○陽性判明後の支援

○当事者視点

○HIV検査相談における支援の
　ポイント

○HIV基礎知識

○拠点病院における支援
　　　　（札幌医科大学附属病院）

○当事者講演

○HIV検査相談のポイント

第４回
（2013年）

○HIV基礎知識のアップデート

○地域事情についての情報交換

○予防教育・予防啓発

○当事者視点

○セクシュアリティ

○HIV基礎知識

○予防啓発活動・予防教育

○当事者講演

○参加者間の情報交換

第５回
（2014年）

○HIV基礎知識のアップデート

○それぞれの検査相談パターン
　における支援ポイント

○HIV基礎知識

○検査相談における対応と
　ポイント
  （電話、判定保留、陽性判明）

具体的な場面設定において自身の
対応を振り返ることができた、
またロールプレイを希望したい

ロールプレイが
勉強になった、

治療費・制度
の話が聞きたい、

  連携先担当者の顔が見えて
安心した

ロールプレイ
についての

アンケート結果

■これまでの研修内容一覧表
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北海道ＨＩＶ検査相談担当者研修会について

　
２
０
１
５
年
の
第
６
回
か
ら
は
、
新
た
に

①「
各
地
域
の
保
健
所
で
の
活
動
報
告
」
を

内
容
に
加
え
ま
し
た
。

　
　

①
各
地
域
の
保
健
所
で
の
活
動
報
告

　
北
海
道
内
の
各
地
の
保
健
所
の
取
り
組

み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
や
実
情
、
そ

の
中
で
行
っ
て
い
る
施
設
ご
と
の
工
夫
を
共

有
し
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
後
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
工
夫
次
第
で
検
査

件
数
が
伸
び
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」「
す
ぐ

取
り
入
れ
ら
れ
る
指
摘
が
あ
っ
た
の
で
早
速

実
践
で
活
か
し
た
い
」
と
、
他
施
設
の
活
動

報
告
が
自
施
設
の
今
後
の
活
動
の
参
考
と
な

り
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
自
施
設
で
の
取
り

第６回
（2015年）

テ　ー　マ 研修の内容

○HIV基礎知識のアップデート

○困難事例への対応

○判定保留・陽性判明時の支援
　ポイント

○HIV基礎知識

○対応困難事例についての
　情報交換（函館・帯広）

○検査相談対応のグループワーク

第７回
（2016年）

○HIV基礎知識のアップデート

○地域事情に合わせた支援の
　実際

○検査相談における支援ポイント

○HIV基礎知識

○保健所の取り組み
　　　　　　　（札幌・旭川）

○検査相談対応のグループワーク

第８回
（2017年）

○HIV基礎知識のアップデート

○自治体レベルのHIV対策

○検査相談における
　支援ポイント

○HIV基礎知識

○北海道のHIV対策

○保健所の取り組み
　　　　　（東京都杉並区、留萌）

○検査相談対応のグループワーク

第９回
（2018年）

○HIV基礎知識のアップデート

○地域事情に合わせた支援の
　実際

○検査相談における支援ポイント

○HIV基礎知識

○HIV検査相談の取り組み
　　（小樽・サークルさっぽろ）

○検査相談対応のグループワーク

第10回
（2019年）

○HIV基礎知識のアップデート

○地域事情に合わせた支援の
　実際

○拠点病院での支援

○予防啓発・検査相談における
　支援ポイント

○HIV基礎知識

○拠点病院における支援
　　　　　　　 （北海道大学病院）

○保健所の取り組み（旭川・帯広）

○予防啓発活動についての
　情報交換

○検査相談対応のグループワーク

第６回～10回の構成内容

①各地域の保健所での活動報告

②ＨＩＶ基礎知識の講義

③グループワーク＆
　　　　　　ディスカッション

④検査相談場面のロールプレイ
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北海道ＨＩＶ検査相談担当者研修会について

交
換
・
実
践
で
き
る
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
通
し
て
得
ら
れ
た
学
び
が
、
各
地
域
で
活
躍
す
る
担

当
者
の
活
動
力
や
受
検
者
支
援
の
糧
と
な
る
よ
う
、
顔
の
見
え
る
つ
な
が
り
を
大
切
に
開
催

し
て
き
ま
し
た
。

組
み
を
振
り
返
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

②
Ｈ
Ｉ
Ｖ
基
礎
知
識
の
講
義

　
北
海
道
大
学
病
院
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
担
当
看
護
師
か
ら
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

の
基
礎
知
識
と
動
向
、
病
院
で
の
陽
性
者
支
援
に
つ
い
て
発

表
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
、「
病

院
で
は
ど
の
よ
う
な
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知
る
こ

と
が
で
き
、
イ
メ
ー
ジ
が
持
て
た
」「
最
新
の
情
報
が
得
ら

れ
た
」
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｈ
Ｉ
Ｖ
の
基
礎
知
識
だ

け
で
は
な
く
陽
性
者
の
療
養
支
援
を
知
る
こ
と
で
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ

感
染
症
の
抱
え
る
様
々
な
問
題
を
共
有
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
北
海
道
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
担
当
者
研
修
会
」
で
は
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
全

体
を
通
し
て
、Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
に
携
わ
る
参
加
者
の
実
践
力
の
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
相
談
担
当
に
お
い
て
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
や
他
機
関
の
実
践
報
告
と
情
報

第６〜10回の
研修会での

アンケート結果

STI 検査をどうしているか学べた、
外国人・若年層への対応が今後課題だ
と感じた、病院における支援を知りた

い、派遣カウンセラーの活動を
知りたい

医療機関と
連携していくに
当たって参考になった、

派遣カウンセリング導入に当たって
は伝える工夫が大切だと改めて感じた、

HIV について総括されて
わかりやすかった、

多機関で情報交換できた

工夫次第で検査件数が伸びるこ
とがわかった、すぐ取り入れら
れる指摘があったので早速実践
で活かしたい、異なる職種が混
ざって意見交換できた

各所の検査体制を知ることができた、
同じ様な内容でもいつも新しい部分が
身に入ってくるので良かった、
　　　　病院側の要望を聞きたい

他の保健所の
取り組みが

参考になった、
連携の重要性を学べた、

実践的に学ぶことができた
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